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６月１日現在　推計（前月比）

古紙配合率 １００％再生紙を使用しています。

　国民健康保険の会計 (国保特別会計 )は、加入者の皆さん
が収入等に応じて納める国民健康保険税 (国保税 )と、国や
都の支出金などにより、独立採算で運営することになってい
ます。しかし、市の一般会計からの財源補てんなしには運営
できないのが現実です。
　この国保特別会計が、平成１２年度に赤字決算となり、平
成１３年度も赤字決算となる見込みです。その原因としては、
国保加入者の増加、高齢者や無職の方の増加、医療の多様化・
高度化による医療費の増加で歳出増となる一方、国保税など
これに見合った歳入増が見込まれない状況があります。
　このような現状の中で健全な国保会計を運営するため、平
成１４年度以降の国保税の税率等が改正されました。

　過去５年間の推移を見ると、支出（医療費等）の伸びに収
入が追い付かないのが赤字の原因といえます。
　平成８年度と平成１２年度決算の比較で、医療費等 (保険
給付費 )は、４億５�０００万円増えています。また、老人保健
拠出金は、４億１�０００万円増えています。
　一方、財源となる国保税 (介護分を除く )は、平成８年度
と平成１２年度決算の比較で、１億８�０００万円の増にとどまっ
ています。
　国保財政を運営していくうえで、不足額を補うためなどに
充てている、一般会計からの繰入額の推移は、平成８年度と
平成１２年度の比較で、２億１�０００万円余りの増となってい
ます。
　しかし、一般会計自体が今、大変厳しい状況になっており、
毎年増えつづける繰入金も限界にきているのが現状です。

　新しい国保税率等は表１のとおりです。
　医療分は、以上の理由により、国保会計の財政健全化のために増額と
なりました。介護分は、診療報酬支払基金に納付する介護納付金に見合
う率を設定した結果、減額となりました。なお、医療分の限度額は、平
成１４年度が５１万５�０００円で、平成１５年度以降が５３万円となります。
介護分の限度額は、現行どおり７万円です。
　モデルケースの改正前と改正後の比較を表２に示しましたので、ご覧く
ださい。

改正後改正前内　容

医

療

分

５３万円５０万円課税限度額

５.５０％４.９０％所得割税率

１８.５０％２０.５０％資産割税率

１８�６００円１２�８００円均等割額

２�０００円２�０００円平等割額

■国民健康保険税率等の改正 

※課税限度額については、平成１４年度に限り５１
万５,０００円です。

改正後改正前内　容

介

護

分

７万円７万円課税限度額

０.９５％０.９８％所得割税率

６�１００円６�２００円均等割額

※介護分は、４０歳から６４歳までの方が対象です。

表１　税率の改正表

増　減改正後改正前

１７�４００円５５�８００円３８�４００円①　均等割額

医

療

分

０円２�０００円２�０００円②　平等割額

△１�５６０円１４�４３０円１５�９９０円③　資産割額

１８�６６０円１７１�０５０円１５２�３９０円④　所得割額

３４�５００円２４３�２００円２０８�７００円計

△２００円１２�２００円１２�４００円①　均等割額
介

護

分

△９３３円２９�５４５円３０�４７８円②　所得割額

△１�１００円４１�７００円４２�８００円計

３３�４００円２８４�９００円２５１�５００円国民健康保険税

■給与収入５�０００�０００円　所得３�４６０�０００円　固定資産税額（土地、家屋）７８�０００円
夫婦（４０歳以上） 、子供１人の３人世帯の場合

※介護分は、４０歳から６４歳までの方が対象です。

表２　給与所得者のモデルケース

　今回の税率等の改正に伴い、減免の規定を整備しました。
　その内容は７月１日号の広報でお知らせする予定です。
　国民健康保険の現状をご理解いただき、ご協力をお願い
します。
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　国民健康保険は、健康保険組合や共済組合など他国民健康保険は、健康保険組合や共済組合など他
の保険に加入していない、農業や自営業者、無職の保険に加入していない、農業や自営業者、無職
の方などを対象とした健康保険で、国民皆保険制の方などを対象とした健康保険で、国民皆保険制
度の一翼を担っています。度の一翼を担っています。
増えつづける医療費、不況による所得の落ち込　増えつづける医療費、不況による所得の落ち込
み等のため国民健康保険税の伸び悩みなど、国民み等のため国民健康保険税の伸び悩みなど、国民
健康保険の運営が非常に厳しい状況にあります。健康保険の運営が非常に厳しい状況にあります。
この状況の中で、平成９年度以来、国保税率等　この状況の中で、平成９年度以来、国保税率等
を改正せずに運営してきましたが、いよいよ限界を改正せずに運営してきましたが、いよいよ限界
にきています。にきています。
国民健康保険財政の健全化を図るため、第１回市　国民健康保険財政の健全化を図るため、第１回市
議会定例会にて国民健康保険税率等の改正案が可議会定例会にて国民健康保険税率等の改正案が可
決され、施行されました。決され、施行されました。
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�
午
後
６
時　

分

２８

３０

〔
場
所
〕
市
役
所
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
４
時

２０

〔
場
所
〕
市
役
所
３
階
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局

※
傍
聴
は
先
着
３
人
ま
で

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
２
時

１８

〔
議
題
〕
三
多
摩
各
市
の
廃
棄
物
行

政
に
つ
い
て

〔
場
所
〕
ビ
ン
・
缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

　

新
規
事
業
に
は
疑
問
や
不
安
が
つ

き
も
の
で
す
。
そ
の
解
消
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
経
営
情
報
案
内
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
経
営
判
断
の
お
手
伝
い

を
す
る
た
め
、
有
益
な
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

■
情
報
提
供
内
容

　

融
資
制
度
・
助
成
金
制
度
の
紹
介
、

無
料
経
営
相
談
の
案
内
、
役
に
立
つ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
紹
介
、
そ
の
他
経

営
に
関
す
る
有
益
な
情
報
。

　

電
話
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
経
営
情
報
案
内

コ
ー
ナ
ー
（
産
業
生
活
課
内
）

■一般会計
　１３年度の当初予算額は２５３億４，５００
万円で、７回の補正により２億５， ０６２万
円を増額して、前年度からの繰越事業
分の１億２， １４５万円を含めた予算現額
は２５７億１， ７０７万円となっています。
　３月３１日現在の予算現額に対する
執行状況を歳入と歳出に分けると図 
（一般会計予算の状況）のとおりです。
　収入済額は２３１億６， ５０２万円で、予
算現額に対し９０． １％の収入率になっ
ています。執行済額は２３３億５， ６４０万
円で、予算現額に対し９０． ８％の執行率
になっています。
■特別会計
　各特別会計予算の執行状況は、表
（各会計別予算の執行状況）のとおり
です。

■市債
　市債は、市の借金で小・中学校、公
共下水道等の整備の一部として国や
都、銀行などから借りているものです。

　

　市債の借入の状況は図（市債現在高
の状況）のとおりです。
■市有財産
　庁舎、学校、市民センター、地域セ
ンターなどの建物や土地、その他の財
産は次のとおりです。
▽土地３１万４， ３６４�▽建物１２万５,９６３
�▽各基金計２７億４,５９６万円
〔問い合わせ〕財政課

国
民
健
康
保
険
退
職
者
医
療

制
度
の
届
け
出
は
お
済
み
で

す
か

    
新
規
開
業
・
創
業
後   

 
間
も
な
い
事
業
主
へ
の

情
報
提
供　
　
　
　
　

�

�

�

�

�������

�������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
選
挙
管
理
委
員
会
の
開
催

�
ご
み
半
減
推
進
審
議
会

 
狛
江
市
平
和
都
市
宣
言　

周
年

20

第
1
回
狛
江
市
市
民
参
加
基

本
条
例
策
定
委
員
会
を
開
催

　市の財政の実態を広く正しく理解していただくため、年２回
（６月と１２月）財政状況を公表しています。
　今回は、平成１３年度下半期（平成１４年３月３１日現在）の
執行状況についてお知らせします。

平成 13年度下半期

財 政 状 況財 政 状 況

234 億 6,561 万円一　般　会　計

57 億     76 万円公共下水道特別会計

4億 7,822 万円駐車場事業特別会計

296 億 4,459 万円合　　　　　計

■各会計別予算の執行状況

執行率収入率執行済額収入済額歳入・歳出予算現額区分 

           90.8           90.1233 億 5,640231 億 6,502257 億 1,707△ 2 億 8,211　6 億 5,418253 億 4,500一 般 会 計

           86.1           90.8 45 億 3,167 47 億 7,866 52 億 6,364　　　4,758　　　4,915 51 億 6,691国民健康保険
特

別

会

計

           89.7           90.3 50 億　582 50 億 3,633 55 億 7,840　　　8,386 54 億 9,454老人保健医療

           87.4           94.6 19 億 3,404 20 億 9,426 22 億 1,272　1 億 2,660 20 億 8,612介 護 保 険

           87.1           85.1 14 億 7,925 14 億 4,620 16 億 9,909　　　　530 16 億 9,379公共下水道

           90.5           96.8           7,346           7,860           8,116          △ 251           8,367駐車場事業

           78.0           93.8　6 億 9,121　8 億 3,127　8 億 8,633△ 1 億　330　9 億 8,963受託水道事業

           89.5           90.3370 億 7,185374 億 3,034414 億 3,841△ 3 億 3,504　9 億 1,379408 億 5,966合　 計

会計名 当初予算　　 上半期　　　下半期　　    合　計

（単位：万円、％）



�　広報こまえ　平成１４年（２００２年）6月１５日

　
　

豊
か
だ
っ
た
井
戸
の
水

　

昭
和　

年
か
ら
、
狛
江
で
水
道
事

39

業
に
よ
る
給
水
が
始
ま
る
ま
で
は
、

ど
の
家
に
も
井
戸
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
利
用
さ
れ
て
い
る
井
戸
の

数
は
、
し
だ
い
に
減
っ
て
、
市
の
総

務
防
災
課
に
よ
る
と
、
現
在
、
災
害

時
用
を
中
心
に
把
握
さ
れ
て
い
る
も

の
は
、　

基
ほ
ど
と
い
う
こ
と
で
す
。

65

　

そ
れ
ら
の
井
戸
に
は
、
昔
か
ら
の

掘
り
抜
き
井
戸
と
打
ち
込
み
井
戸
な

ど
が
あ
り
、
な
か
に
は
、
江
戸
時
代

か
ら 
涸 
れ
る
こ
と
も
な
く
、
使
い
つ

か

づ
け
て
い
る
井
戸
も
あ
る
よ
う
で
す
。

く
み
上
げ
る
方
法
は
、
つ
る
べ
か
ら
、

ガ
チ
ャ
コ
ン
と
よ
ば
れ
る
手
押
し
ポ

ン
プ
へ
、
さ
ら
に
モ
ー
タ
ー
へ
と
変

わ
り
ま
し
た
が
、
非
常
時
用
に
も
使

え
る
よ
う
に
、
手
押
し
ポ
ン
プ
を
残

し
て
い
る
家
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

狛
江
の
井
戸
の
多
く
は
、
水
量
が

豊
か
で
し
た
。
た
だ
し
、
す
ぐ
近
く

の
家
の
井
戸
で
も
、
水
脈
に
よ
っ
て
、

水
質
、
水
量
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

梅
雨
の
こ
ろ
か
ら
台
風
の
季
節
に

は
、
井
戸
の
水
位
が
上
が
っ
て
、
ひ

し
ゃ
く
で
水
を
く
め
る
こ
と
が
あ
っ

た
と
、
和
泉
、
岩
戸
、
猪
方
、
駒
井

な
ど
で
聞
き
ま
し
た
。
多
摩
川
の
水

位
が
上
が
る
と
、
井
戸
の
水
位
も
上

が
っ
た
と
も
い
い
ま
す
。

　

関
東
大
震
災
の
と
き
に
は
、
井
戸

に
異
変
が
起
き
、「
井
戸
水
が
は
ね
上

が
っ
て
、
ピ
シ
ャ
ッ
、
ピ
シ
ャ
ッ
と
、

井
戸
側
を
こ
え
て
、
と
び
だ
す
の
を

見
た
っ
て
、
お
じ
い
さ
ん
が
話
し
て

ま
し
た
よ
。
井
戸
の
深
さ
は
四
メ
ー

タ
ー
く
ら
い
で
し
た
」
と
い
う
話
を
、

猪
方
で
聞
き
ま
し
た
。

　

年
に
一
度
、
家
に
よ
っ
て
は
３
年

に
一
度
、
井
戸
替
え
を
し
た
も
の
で

す
。
水
を
く
み
出
し
て
井
戸
の
中
の

ご
み
や
土
砂
な
ど
を
さ
ら
う
井
戸
替

え
は
、
隣
近
所
の
何
軒
か
で
手
伝

い
っ
こ
を
す
る
エ
イ
シ
ゴ
ト
の
一
つ

で
し
た
。
虫
が
わ
か
な
い
よ
う
に
と
、

コ
イ
な
ど
を
入
れ
て
お
く
家
も
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。
井
戸
の
魚
は
井
戸

神
さ
ま
の
お
使
い
だ
か
ら
、
い
じ
っ

ち
ゃ
だ
め
だ
と
、
子
ど
も
の
こ
ろ
親

に
言
わ
れ
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

　

年
の
暮
れ
に
、
伊
豆
美
神
社
か
ら

配
ら
れ
る
幣
束
の
一
つ
を
、
井
戸
神

さ
ま
に
と
し
て
井
戸
端
な
ど
に
立
て
、

正
月
に
は
供
え
餅
を
あ
げ
る
家
は
、

い
ま
も
み
ら
れ
ま
す
。
井
戸
を
使
わ

な
く
な
っ
て
も
、
台
所
の
水
道
の
蛇

口
近
く
に
幣
束
を
立
て
る
家
も
あ
り

ま
す
。
元
日
の
朝
一
番
の
若
水
く
み

は
、
だ
い
じ
な
正
月
行
事
の
一
つ
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

節
分
の
豆
ま
き
の
最
後
に
、
そ
の

豆
を
３
粒
と
か
５
粒
と
か
、
井
戸
に

落
と
し
、
目
を
患
わ
な
い
よ
う
に
お

願
い
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

も
の
も
ら
い
の
で
き
た
と
き
に
は
、

井
戸
の
中
に
向
か
っ
て
、
ざ
る
な
ど

を
見
せ
、
治
し
て
く
れ
る
よ
う
願
う

ま
じ
な
い
も
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
ひ
き
つ
け
た
と
き
や
、

人
の
臨
終
の
際
な
ど
に
も
、
井
戸
の

中
に
向
か
っ
て
そ
の
名
を
呼
び
か
け

る
こ
と
が
、
明
治
の
末
こ
ろ
ま
で

あ
っ
た
と
駒
井
で
聞
い
て
い
ま
す
。

井
戸
は
異
界
へ
通
じ
る
路
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

 〔
付
〕 女
性
５
人
の
「
狛
江
水
み
ち

マ
ッ
プ
を
作
る
会
」
は
、『
こ
ま
え
の

井
戸
』（
１
９
９
３
年
発
行
）
と
い
う

貴
重
な
記
録
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
　

中　

島　

恵　

子

　
　
　
（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その１０１－

 

　

経
済
的
等
の
理
由
で
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
時

は
申
請
に
よ
り
承
認
を
さ
れ
る
と
、

納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
所
得
に
応
じ
て
全
額
免
除
と
半

額
免
除
が
あ
り
、
承
認
期
間
は
申
請

を
さ
れ
る
月
の
前
月
か
ら
翌
年
６
月

末
ま
で
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

○福
 

医
療
証
が
７
月
１
日
か
ら
変
わ

り
ま
す
。
新
し
い
○福
 

医
療
証
が
交
付

さ
れ
る
の
は
、
昭
和　

年
６
月　

日

１１

３０

ま
で
に
生
ま
れ
た　

歳
か
ら　

歳
の

６６

６９

方
（
一
定
の
障
害
の
あ
る
方
で
老
人

保
健
法
該
当
者
を
除
く
）
で
、
平
成

　

年
中
の
本
人
の
所
得
が
別
表
の
基

１３準
額
以
下
の
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
社
会
保
険
本
人
、
生
活

保
護
受
給
者
等
は
除
き
ま
す
。
７
月

１
日
以
降
に
診
療
を
受
け
る
と
き
は
、

必
ず
新
し
い
○福
 

医
療
証
と
健
康
保
険

証
を
一
緒
に
医
療
機
関
の
窓
口
へ
お

出
し
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
○福
 

医
療
証
は
６
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
。
医
療
証
が
届
か
な
い

方
で
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
昭
和　

年
７
月
か
ら
昭
和

１０

　

年
６
月
生
ま
れ
で
、
本
人
の
所
得

１１が
別
表
の
基
準
額
以
下
の
方
で
狛
江

市
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険

に
お
入
り
の
方
は
、
別
途
ご
連
絡
し

ま
す
。

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
入

院
時
一
部
負
担
金
の
限
度
額
（
月
額
）

３
７
�
２
０
０
円
が
２
４
�
６
０
０

円
に
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

■
窓
口
時
間
延
長

〔
日
時
〕６
月　

日
�
午
後
８
時
ま
で

２７

■
日
曜
窓
口

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前
８
時　

３０

３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

〔
場
所
〕
市
役
所
２
階
収
納
課

　

な
お
、
平
成　

年
度
市
民
税
・
都

１４

民
税
（
第
１
期
分
）
は
、
７
月
１
日

�
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

市
で
は
、
多
く
の
協
力
団
体
の
も

と
７
月
１
日
�
午
後
４
時　

分
か
ら

３０

狛
江
駅
北
口
広
場
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
調
整
課　

　

東
京
法
務
局
お
よ
び
東
京
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、「
子
ど
も
の
人

権
相
談
カ
ー
ド
」
を
小
学
校
４
年
生

以
上
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
皆
さ
ん

に
配
布
し
、
相
談
窓
口
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

〔
相
談
窓
口
〕
教
育
相
談
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

〔
所
在
地
〕
中
和
泉
５
―　

―　
２０

２０

〔
募
集
戸
数
〕
単
身
者
用
１
戸

〔
入
居
補
欠
者
の
登
録
〕
5
人
、
有

効
期
間
は
入
居
補
欠
者
と
し
て
決
定

さ
れ
た
日
か
ら
１
年
と
し
ま
す
。

〔
申
込
書
配
布
〕
６
月　

日
�
〜　

２１

２８

日
� （
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

〔
申
込
期
間
〕
６
月　

日
�
〜
７
月

２１

２
日
�
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
指

定
の
申
込
用
紙
で
、
本
人
が
直
接
提

出
。

〔
申
込
資
格
〕
①
７
月
２
日
現
在
で
、

満　

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方

６５
（
現
に
同
居
し
て
い
る
親
族
が
い
な

い
方
）
②
７
月
２
日
現
在
で
、
市
内

に
引
き
続
き
３
年
以
上
居
住
し
て
い

る
方
③
独
立
し
て
日
常
生
活
を
営
め

る
方
④
持
ち
家
に
居
住
し
て
い
な
い

方
⑤
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
方
⑥
連
帯
保
証

人
が
い
る
方
⑦
平
成　

年
中
の
所
得

１３

金
額
が
３
２
１
万
６
�
０
０
０
円
以

内
で
あ
る
方
⑧
共
同
住
宅
の
た
め
、

居
住
ル
ー
ル
の
厳
守
で
き
る
方
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

〔
対
象
〕
狛
江
市
に
住
民
登
録
ま
た

は
外
国
人
登
録
が
あ
る
３
〜
５
歳
児

の
幼
児 （
平
成
８
年
４
月
２
日
〜　
１１

年
４
月
１
日
生
）
を
私
立
幼
稚
園
等

に
通
園
さ
せ
、
入
園
料
・
保
育
料
を

納
め
て
い
る
保
護
者

■
保
護
者
補
助
金　

平
成　

年
度
の

１４

市
民
税
所
得
割
額
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

■
就
園
奨
励
費
補
助
金　

平
成　

年
１４

度
の
市
民
税
所
得
割
額
を
基
準
に
該

当
す
る
方
の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
新
入
園
支
度
金　

平
成　

年
４
月

１４

１
日
以
降
に
入
園
さ
れ
た
方
（
１
人

１
回
限
り
）

※
詳
細
は
、
幼
稚
園
か
ら
配
布
さ
れ

る
「
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
申
請
方
法
〕
６
月　

日
�
ま
で
に

２８

申
請
書 （
幼
稚
園
配
布
）
を
、
通
園
す

る
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

　

市
内
の
店
舗
も
含
む
全
事
業
所
を

対
象
に
、
６
月
中
旬
か
ら　

月
に
か

１０

け
、
ご
み
実
態
調
査
を
行
い
ま
す
。　

　

こ
の
調
査
は
、
各
事
業
所
か
ら
排

出
さ
れ
る
ご
み
の
量
を
把
握
し
今
後

の
ご
み
の
減
量
化
を
進
め
て
い
く
う

え
で
の
参
考
資
料
と
す
る
も
の
で
す
。

　

調
査
に
は
、
調
査
員
証
を
持
っ
た

市
か
ら
の
委
託
調
査
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

〔
対
象
〕
平
成　

年
５
月
１
日
以
降

１４

申
請
時
ま
で
都
内
に
住
み
、
私
立
の

高
等
学
校
、
盲
･
ろ
う
･
養
護
学
校

高
等
部
、
高
等
専
門
学
校
（
１
〜
３

年
）
お
よ
び
専
修
学
校
高
等
課
程
の

在
学
生
の
保
護
者
で
①
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
方
②
住
民
税
が
非
課
税
、

均
等
割
の
み
の
方
③
住
民
税
が
一
定

額
以
下
の
方

〔
申
請
受
付
〕（
郵
送
）
６
月　

日
�

２１

〜
７
月　

日
�
、（
窓
口
）
７
月　

日

１９

１７

�
〜　

日
�
、（
や
む
を
得
な
い
方
の

１９

た
め
の
窓
口
予
備
日
７
月　

日
�
）

３１

〔
問
い
合
わ
せ
〕
在
学
校
ま
た
は

（
財
）
東
京
都
私
立
学
校
教
育
振
興

会
�
（
３
２
６
２
）
５
７
４
２

市
税
の
納
付
お
よ
び
相
談
窓

口
を
開
設
し
ま
す

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
駅
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

子
ど
も
の
人
権
相
談
カ
ー
ド

高
齢
者
住
宅
（
シ
ル
バ
ー
ピ

ア
い
ず
み
）
入
居
者
募
集

私
立
幼
稚
園
児
の
保
護
者
に

補
助
金
を
交
付

事
業
所
調
査
の
お
願
い

私
立
高
等
学
校
等
授
業
料
軽

減
補
助
申
請
の
受
付

所得制限基準額扶養者の数

２�５７２�０００円０人

３�０５２�０００円１人

３�４３２�０００円２人

３�８１２�０００円３人

４�１９２�０００円４人

■所得制限基準額表（所得とは、収入から必要経費を引いたものです）

※所得から控除できるもの
１. 雑損
２. 医療費
３. 社会保険料
４. 小規模企業共済等掛金
５. 障害者
６. 配偶者特別
７. 寡婦（夫）・特別寡婦
８. その他

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
中
に
職
員

１４

に
欠
員
が
生
じ
た
と
き
補
充
す
る

た
め
の
採
用
候
補
者
を
、
募
集
し
ま

す
。

〔
職
種
〕
給
食
調
理

〔
受
験
資
格
〕
①
中
学
校
卒
業
以
上

の
方
②
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降

４４

生
ま
れ
の
方
。
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん

が
、
地
方
公
務
員
法
第　

条
（
欠
格

１６

条
項
）
に
該
当
す
る
方
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
。

〔
募
集
人
員
〕
１
人

〔
申
込
書
配
布
・
申
込
期
間
〕
６
月

　

日
�
か
ら
７
月
３
日
�
ま
で
の

１７午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時
の

３０

間
に
職
員
課
で
配
布
し
、
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
（
土
・
日
曜
日
を

除
く
） 。

 
※
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

〔
提
出
書
類
〕
①
所
定
の
受
験
申
込

書
②
最
終
学
歴
の
卒
業
証
明
書
と

成
績
証
明
書

〔
第
一
次
試
験
日
〕
７
月　

日
�

１４

〔
問
い
合
わ
せ
〕
職
員
課

平
成　

年
度
市
職
員
募
集

１４

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

○福
 

医
療
証
が
新
し
く
な
り
ま
す
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狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛 江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江 第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第 二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二 小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小 学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学 校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校

    正門の近くにどっしりとそびえ立つヒマラヤ
杉に象徴される狛江第二小学校は、開校以来
５,４５０人が卒業しました。
　保護者・地域の方々・卒業生の皆さんは、狛
江第二小学校に対して変わらぬ愛着を寄せてい
ます。これからもよく考え、思いやりのある、
互いに助け合うことのできる児童の育成を目指
して支援・指導していきます。
〔問い合わせ〕指導室

　

昭
和　

年
４
月
１
日
に
狛
江
村
立

２５

第
二
小
学
校
と
し
て
狛
江
第
一
小
学

校
よ
り
独
立
し
ま
し
た
。

　

初
代
校
長
は
、
富
沢
國
造
先
生
で
、

教
職
員
は　

人
、
児
童
は
男
子
１
７

１１

６
人
で
、
女
子
は
１
６
２
人
、
合
計

３
４
９
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

   
学
区
域
は
、
小
足
立
・
覚
東
・
松

原
・
御
台
橋
か
ら
喜
多
見
に
至
る
広

い
範
囲
の
学
区
域
で
し
た
。

　

ふ
た
ば
学
級
は
、
昭
和　

年
４
月

５１

１
日
に
開
設
さ
れ
た
情
緒
障
害
学
級

で
、
今
年
で　

周
年
を
迎
え
ま
す
。

２６

　

現
在
、　

人
の
児
童
が
通
級
し
て

１１

い
ま
す
。

　

ふ
た
ば
学
級
で
は
、
通
級
児
童
が

行
動
や
学
習
上
の
つ
ま
ず
き
を
克
服

で
き
る
よ
う
に
援
助
・
指
導
し
、
在

籍
校
で
の
学
習
や
生
活
の
適
応
改
善

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
児
童
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
で
持
っ
て
い
る
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
良
さ
は
、
ま
ず
、

あ
い
さ
つ
が
よ
く
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
 
来
客
の
方
々
も 
感
心
さ
れ
て
「
二

  小
の
子
ど
も
た
ち
の
あ
い
さ
つ
は

心
が
込
も
っ
て
い
て
さ
わ
や
か
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
ね
」
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
。

  　
 ま
た
、
学
級
や
学
年
同
士
の
児
童

が
、
み
ん
な
と
て
も
仲  
良
し
で
す
。

　

学
習
面  
で
は
、
友
だ
ち
の
答
え
に

対
し
て
心
を
込
め
て
拍
手
し
合
う
光

景
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

  　
 高
学
年
の
児
童
は
、
優
し
さ
と
思

い
や
り
の
心
を
持
っ
て
低
学
年
の
児

童
に
接
し
て
い
ま
す
。

　

同
じ
よ
う
に
、
低
学
年
の
児
童
は

高
学
年
の
児
童
の
話
を
素
直
な
気
持

ち
で
よ
く
聞
い
て
い
ま
す
。　

■
各
教
科
の
学
習
内
容

　

新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
よ
り
、

今
ま
で
の
学
習
内
容
と
や
や
違
い
が

出
て
き
て
い
ま
す
。
各
教
科
の
学
習

に
つ
い
て
は
基
礎
基
本
と
な
る
も
の

を
し
っ
か
り
と
身
に
付
け
さ
せ
る
よ

う
に
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
算
数
の
時
間
を
中
心
に
担

任
一
人
で
は
な
く
、
二
人
で
指
導
で

き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
も
考
え
て

い
ま
す
。

　

火
・
木
・
金
曜
日
に
は　

分
ず
つ

１５

朝
の
学
習
時
間
を
作
り
、
漢
字
や
計

算
の
練
習
、
読
書
等
を
と
お
し
て
教

科
学
習
の
基
礎
基
本
の
習
熟
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

■
各
行
事
の
見
直
し

　

子
ど
も
た
ち
が
行
事
の
中
で
育
っ

て
い
く
力
は
と
て
も
大
き
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
現
在
行
っ
て
い
る
行
事
を

大
切
に
し
、
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
に

大
き
な
力
を
付
け
て
い
け
る
よ
う
に

見
直
し
な
が
ら
、
一
つ
ひ
と
つ
の
行

事
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
昨
年
か
ら
道
徳
授
業

地
区
公
開
講
座
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

保
護
者
、
地
域
の
方
々
、
市
教
育

委
員
会
、
近
隣
の
小
中
学
校
の
先
生

方
等
に
も
参
観
し
て
い
た
だ
い
て
授

業
を
行
い
、 授
業
後
の
協
議
会
で
は
、

児
童
を
よ
り
健
や
か
に
育
て
る
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
と
い

う
点
を
中
心
に
話
し
合
い
を
し
ま
し

た
。
今
年
度
は　

月
８
日
を
予
定
し

１１

て
い
ま
す
。

 　
 次
に
、
全
校
で
た
て
割
り
班
活
動

を
と
お
し
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

全
校
児
童
を
、
約　

人
ず
つ
の
８

２８

班
に
分
け
て
い
ま
す
。

　

６
年
生
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
遊

び
集
会
・
給
食
・
全
校
遠
足
等
多
く

の
行
事
を
と
お
し
て
学
習
と
生
活
を

共
に
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
全
教
職
員
が
自
分
の

担
任
す
る
学
級
だ
け
で
な
く
、
２
２

６
人
の
全
児
童
に
対
し
て
学
習
面
や

生
活
面
で
の
関
わ
り
を
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
持
つ
よ
う
に
し
て
、
児
童
の

豊
か
な
心
を
育
て
る
た
め
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
輝
く
と
き

　

新
学
習
指
導
要
領
の
大
き
な
柱
の

一
つ
で
あ
る
総
合
的
な
学
習
の
全
取

り
組
み
を
、
二
小
で
は
「
輝
き
タ
イ

ム
」
と
名
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
の
中
心
地
に
あ
る
と
い
う
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
活
動
や
福
祉

の
学
習
を
、
３
年
生
以
上
の
ど
の
学

年
で
も
体
験
す
る
計
画
を
立
て
て
実

践
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
３
年
生
は
「
地
域
探
検

隊
」・「
車
椅
子
を
使
っ
て
い
る
人
た

ち
と
の
ハ
ン
デ
ィ
サ
ッ
カ
ー
で
の
交

流
」 、
４
年
生
は
「
身
の
回
り
の
環

境
を
考
え
よ
う
」・「
目
の
不
自
由
な

人
と
の
交
流
」 、
５
年
生
は
「
外
国

を
知
ろ
う
」・「
狛
江
に
生
き
る
」 、

６
年
生
は
「
目
指
せ
バ
リ
ア
フ
リ
ー

狛
江
」・「
私
の
よ
さ
再
発
見
」 な
ど
。

　

造
形
的
な
表
現
活
動
や
和
太
鼓
、

琴
な
ど
の
楽
器
を
使
っ
て
の
音
楽
的

な
創
作
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ

と
も
特
色
で
す
。

■
こ
の
よ
う
な
時
間
を
つ
く
る
こ
と

に
よ
っ
て

▽
興
味
を
持
っ
た
こ
と
を
、
調
べ
方

を
工
夫
し
な
が
ら
、
納
得
す
る
ま
で

調
べ
て
い
こ
う
と
す
る
意
欲
が
高
ま

り
ま
す
。

▽
そ
れ
に
よ
っ
て
理
解
し
た
こ
と
を
、

相
手
に
わ
か
る
よ
う
に
伝
え
合
う
よ

う
に
な
り
ま
す
。

▽
身
の
回
り
や
自
然
に
興
味
・
関
心

を
持
ち
、
積
極
的
に
関
わ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

■
子
ど
も
た
ち
の
声

▽
「
狛
江
に
も
こ
ん
な
に
自
然
が

残
っ
て
い
る
ん
だ
ね
」

▽
「
畑
の
土
っ
て
ホ
ク
ホ
ク
し
て
い

て
柔
ら
か
い
ん
だ
ね
」

▽
「
ネ
パ
ー
ル
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

中
国
は
、
日
本
と
似
て
い
る
と
こ
ろ

が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
だ
ね
」

▽
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
っ
と
い

ろ
ん
な
こ
と
を
調
べ
た
い
」

▽
「
下
級
生
に
わ
か
っ
て
も
ら
う
た

め
に
は
、
も
っ
と
工
夫
し
て
発
表
し

な
い
と
い
け
な
い
ね
」

■
こ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
育
っ
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
ま
す

▽
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
、
自
分
ら
し

さ
を
発
揮
す
る
子
ど
も

▽
狛
江
を
愛
す
る
子
ど
も

▽
環
境
を
大
切
に
し
自
然
を
愛
護
す

る
子
ど
も

▽
多
く
の
人
と
関
わ
り
、
優
し
さ
、

親
切
、
思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も

▽
自
分
の
思
い
や
願
い
を
豊
か
に
表

現
す
る
子
ど
も

                   －新学習指導要領による新しい教育がはじまりました－
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第
二
小
学
校
は
こ
ん
な
学
校
で
す

第
二
小
学
校
は
こ
ん
な
学
校
で
す

心
を
育
て
る
教
育

心
を
育
て
る
教
育

輝
き
タ
イ
ム

　
　
　

輝
き
タ
イ
ム
の
推
進

の
推
進

第
二
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

第
二
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

　正門前のヒマラヤ杉

　

新
し
い
教
育
へ
の
対
応

新
し
い
教
育
へ
の
対
応

ふ
た
ば
学
級
が
あ
り
ま
す

ふ
た
ば
学
級
が
あ
り
ま
す

   
二
小
に
学
ぶ
一
人
ひ
と
り
が
、

い
き
い
き
わ
く
わ
く
し
て
、

「
明
日
の
朝
、
早
く
学
校
に
行

き
た
い
よ
」
と
毎
日
言
え
る
よ

う
な
学
校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。



　
〔
日
時
〕
７
月
１
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年　

月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１２

１２

母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
歯
ブ

ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
受
付
時
間
は

１０

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
３
月
生
ま
れ
の
乳
児〔
持
ち
物
〕

１４母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

育
児
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
、
も

ち
ろ
ん
お
母
さ
ん
自
身
の
心
や
体
の

こ
と
な
ど
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時
〜

１９

１０

正
午〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

自
分
や
家
族
の
健
康
の
こ
と
、
食

事
の
こ
と
、
子
育
て
の
こ
と
等
を
保

健
師
・
栄
養
士
等
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前
９
時　

２１

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

現
在
妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
・
お
父

さ
ん
の
た
め
の
講
座
で
す
。
妊
娠
中

の
生
活
、
出
産
、
育
児
に
つ
い
て
学

び
な
が
ら
友
達
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん

か〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

　

家
に
こ
も
り
が
ち
な
お
母
さ
ん
と

赤
ち
ゃ
ん
、
時
に
は
外
に
出
て
、
歌

や
手
遊
び
・
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
を
と

お
し
て
、
仲
間
づ
く
り
や
子
育
て
に

関
す
る
情
報
交
換
を
行
い
ま
せ
ん
か
。

　

３
回
コ
ー
ス
で
行
い
ま
す
。

〔
対
象
〕
１
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と

お
母
さ
ん
〔
日
時
〕
６
月　

日
・
７

２５

月　

日
・
８
月　

日
（
各
火
曜
日
）

２３

２０

午
前　

時
〜
正
午
〔
会
場
〕
狛
江
市

１０

健
康
相
談
所
〔
持
ち
物
〕
バ
ス
タ
オ

ル
〔
定
員
〕　

組
２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
か
ら
健
康
課
窓
口
ま
た
は
�

１７（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

　

市
民
の
方
々
の
生
活
習
慣
病
予
防

と
健
康
の
保
持
増
進
の
お
手
伝
い
を

す
る
「
あ
い
と
ぴ
あ
健
康
づ
く
り
セ

ミ
ナ
ー
」
第
２
期
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
専
門
の
ト
レ
ー

ナ
ー
に
よ
る
体
力
チ
ェ
ッ
ク
と
運
動

処
方
に
基
づ
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導

を
週
２
回
３
カ
月
間
行
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
６
月　

日
�
午
前
９
時

２４

か
ら
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
必
ず
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
対
象
〕
市
内
在
住
の　

歳
以
上
の

３０

方
で
、
肥
満
・
高
脂
血
症
・
糖
尿
病

等
で
運
動
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

ま
た
は
、
運
動
不
足
に
よ
り
身
体
機

能
が
低
下
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

方
〔
定
員
〕
各
コ
ー
ス　

人
（
先
着

１６

順
）
※
平
成　

年
度
４
期
・
平
成　

１３

１４

年
度
１
期
参
加
の
方
は
申
し
込
め
ま

せ
ん
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
午
前
８
時　

分
か
ら
健
康
課

１８

３０

窓
口
ま
た
は
�
（
３
４
８
８
）
１
１

８
１
へ
。

�　広報こまえ　平成１４年（２００２年）6月１５日

■
マ
マ
・
パ
パ
学
級

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

■
３
・
４
カ
月
児
健
康
診
査

■
ぽ
っ
か
ぽ
か
広
場

■
育
児
相
談

■
フ
ロ
ア
ー
健
康
相
談
〜
育
児
相

談
も
お
気
軽
に
〜

�

�

■
あ
い
と
ぴ
あ
健
康
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー

　

狛
江
の
農
業
に
ふ
れ
あ
い
、
農
業

者
の
方
々
と
の
交
流
を
と
お
し
て
都

市
農
業
の
理
解
を
図
り
ま
す
。
実
際

に
数
個
所
の
畑
を
ま
わ
り
、
農
産
物

を
収
穫
し
て
持
ち
帰
り
ま
す
。

〔
日
時
〕
７
月
７
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
午
後
４
時
（
予
定
）
※
雨
天
決

行
〔
集
合
場
所
〕
中
央
公
民
館
〔
参

加
資
格
〕
市
内
在
住
者
（
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）〔
参
加
費
〕
無
料

〔
募
集
人
員
〕
１
０
０
人
（
先
着
順
）

〔
募
集
期
間
〕
６
月　

日
�
〜　

日

１７

２０

�〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
産
業

生
活
課
へ
。

〔
日
時
〕
７
月
５
日
�
開
場
午
後
６

時
・
開
演
７
時
〔
場
所
〕
第
一
小
学

校
体
育
館
〔
テ
ー
マ
〕
こ
ど
も
達
の

未
来
の
た
め
に
「
夢
」
実
現
の
た
め

の　

カ
条
〔
講
師
〕
北
原
照
久
さ
ん

１０
〔
問
い
合
わ
せ
〕
第
一
小
学
校
・
木

原
�
（
３
４
８
０
）
０
２
４
１　

　
「
狛
江
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
�

ワ
イ
ワ
イ
�
〜
自
転
車
グ
ル
ー
プ

〜
」
で
は
駐
輪
対
策
の
事
例
と
し
て

小
田
急
線
湘
南
台
駅
付
近
を
見
学
し

ま
す
。
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
〔
集
合
時
間
〕

２２

午
前
９
時
（
出
発
）〔
集
合
場
所
〕
狛

江
駅
〔
費
用
〕
実
費
（
各
自
負
担
）

※
現
地
で
２
時
間
程
度
の
見
学
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

〔
日
時
〕
７
月
３
日
�
午
後
２
時　
３０

分
か
ら
〔
対
象
〕
小
学
校
低
学
年
・

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）
参
加
自
由

〔
内
容
〕
▽
大
型
紙
芝
居
「　

ぴ
き

１１

の
ネ
コ
ふ
く
ろ
の
な
か
」
▽
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
「
七
夕
の
お
は
な
し
」「
お

ば
け
な
ん
て
な
に
さ
」
▽
作
っ
て
あ

そ
ぼ
う「
ヒ
ュ
ー
ド
ロ
ド
ロ
ド
ロ
ン
」

〔
問
い
合
わ
せ
〕
南
部
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時　

３０

１１

３０

分
〜
午
後
４
時　

分
〔
会
場
〕
エ
コ

３０

ル
マ
ホ
ー
ル
〔
入
場
料
〕
無
料

〔
問
い
合
わ
せ
〕
大
山
�
（
３
４
８

９
）
１
５
５
５

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時
〜

３０

１０

午
後
３
時
〔
場
所
〕
市
役
所
前
市
民

ひ
ろ
ば
〔
出
店
料
〕
店
舗
２
�
０
０

０
円
（
２
×
３
ｍ
） 、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
１
�
１
０
０
円（
２
×
２
ｍ
）

そ
れ
ぞ
れ
保
険
料
込
み
※
出
店
受
け

付
け　

日
�
・　

日
�
（
先
着
順
）

１６

１７

〔
問
い
合
わ
せ
〕こ
ま
え
楽
市
の
会
・

山
岸
�
（
３
４
８
０
）
２
０
７
４

　

捨
て
て
し
ま
お
う
か
、
リ
サ
イ
ク

ル
に
出
そ
う
か
と
考
え
て
い
る
古
服

を
「
素
材
」
と
し
て
見
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
簡
単
な
作
り
方
の
説
明
書

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

 〔
展
示
期
間
〕７
月
１
日
�
〜
５
日

 
�
〔
展
示
場
所
〕
市
役
所
２
階
フ
ロ

ア
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
①
午
前　

時

２６

１０

か
ら
②
午
後
７
時
か
ら

〔
問
い
合
わ
せ
〕
上
和
泉
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

〔
受
験
資
格
〕
昭
和　

年
４
月
２
日

５７

〜
昭
和　

年
４
月
１
日
生
の
方
〔
試

６０

験
の
程
度
〕
高
校
卒
業
程
度
〔
受
験

申
込
期
間
〕
６
月　

日
�
〜　

日
�

１９

２６

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）〔
受
付
場
所
〕

人
事
院
関
東
事
務
局
〔
試
験
日
〕
第

一
次
試
験
９
月
８
日
�

〔
問
い
合
わ
せ
〕
武
蔵
府
中
税
務
署

�
０
４
２
（
３
６
２
）
４
７
１
１

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日
・　

日

１６

２３

３０

〔
受
付
時
間
〕
午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
東
京
消
防
庁
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
　
　

�
０
４
２
（
５
２
１
）
２
３

　
　
　

２
３

休
日
診
療

　

時
間　
　
　

２４医
療
機
関
案
内

�

■
農
業
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
ラ
リ
ー

■
湘
南
台
駐
輪
場
見
学
会

■
子
ど
も
七
夕
会

■
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー
利
用
者

懇
談
会

■
狛
江
市
三
曲
協
会
第
３
回
演
奏
会

■
こ
ま
え
楽
市

■
国
家
公
務
員
採
用
�
種
（
税
務
）

試
験

■
古
服
を
素
材
に
「
リ
メ
イ
ク
作
品

展
」

■
第
一
小
学
校
創
立
１
３
０
周
年
・

い
ず
み
学
級
開
設　

周
年
記
念
講

４０

演
会

■健康づくりセミナー

施設使用料定員時　間曜日コース

１人１回
２００円

１６人
午前１０時３０分～

午後零時３０分
月・金Ａ

１６人
午後２時～

４時
月・金Ｂ



　　

満　

歳
以
上
の
都
民
の
方
（
老
人

７０

福
祉
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
お

よ
び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所

さ
れ
て
い
る
方
を
除
き
ま
す
）
に
は
、

バ
ス
事
業
所
等
へ
の
申
し
込
み
に
よ

り
、
都
内
民
営
バ
ス
・
都
バ
ス
・
都

営
地
下
鉄
・
都
電
を
利
用
で
き
る「
東

京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
」
が
発
行
さ
れ

ま
す
。

〔
有
効
期
限
〕
発
効
日
か
ら
９
月　
３０

日
ま
で
〔
申
込
方
法
〕
必
要
書
類
と

費
用
を
持
参
し
て
バ
ス
事
業
所
等
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
�
東
京
バ
ス
協
会

�
（
３
３
７
９
）
２
４
４
１

〔
日
時
〕７
月
２
日
�
正
午
か
ら〔
会

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
会
費
〕

５
０
０
円
〔
対
象
〕　

歳
以
上
（
先

７０

着　

人
）

５０
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
藤
田

�
（
３
４
８
０
）
２
６
４
０
へ
。

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
２
時
か

２９

ら
※
雨
天
の
場
合
、
７
月　

日
�
午

１３

後
２
時
か
ら
〔
場
所
〕
市
役
所
バ
ス

車
庫
前

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
７
時
か

２９

ら
〔
場
所
〕
西
河
原
公
民
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

〔
日
時
〕
７
月
４
日
・　

日
・　

日
・

１１

１８

　

日
（
全
４
回
）
毎
週
木
曜
日
午
後

２５７
時
〜
９
時
〔
対
象
〕
青
年
男
女

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
中
央
公
民
館

１７窓
口
ま
た
は
�
（
３
４
８
８
）
４
４

１
１
へ
。

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
午
前　

時
〜

１３

１０

正
午
〔
対
象
〕
市
内
小
・
中
学
生

〔
定
員
〕　

人
（
先
着
順
）〔
費
用
〕

２０

無
料
〔
持
ち
物
〕
は
さ
み
、
の
り

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
中
央
公
民
館

１９窓
口
ま
た
は
�
（
３
４
８
８
）
４
４

１
１
へ
。

〔
日
時
〕
７
月
４
日
�
午
後
７
時
〜

９
時
〔
対
象
〕
女
性
〔
定
員
〕　

人
２０

（
先
着
順
）〔
参
加
費
〕
無
料
〔
講

師
〕
竹
中
静
江
さ
ん
〔
持
ち
物
〕
浴

衣
、
半
幅
帯
、
腰
紐
２
〜
３
本
、
タ

オ
ル

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
上
和
泉
地
域

１７セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０

１
へ
。

〔
日
時
〕
７
月
１
日
・
８
日
・　

日
・

１５

　

日
（
各
月
曜
日
）
午
後
２
時
〜
４

２２時
〔
内
容
〕
▽
朗
読　

朗
読
し
て
み

た
い
本
に
つ
い
て
の
実
践
的
指
導

（
申
込
時
に
、
書
名
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
） ▽
語
り　

民
話
の
楽
し
み

と
語
り
に
つ
い
て
お
話
と
実
践
的
指

導
〔
講
師
〕
箕
浦
康
子
さ
ん
（
劇
団

民
藝
所
属
・
女
優
）〔
定
員
〕　

人
２０

〔
参
加
費
〕
無
料
〔
持
ち
物
〕
筆
記

用
具

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
（
先
着
順
）

１７上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８

９
）
９
１
０
１
へ
。

▽
初
級
コ
ー
ス
〔
対
象
〕
手
話
講
習

会
等
を
受
講
し
た
こ
と
が
な
い
方

〔
定
員
〕　

人 （
先
着
順
） ▽
中
級

３５

コ
ー
ス
〔
対
象
〕
初
級
手
話
講
習
会

等
を
修
了
し
て
い
る
方
〔
定
員
〕　
２０

人 （
先
着
順
） ▽
上
級
コ
ー
ス
〔
対

象
〕
中
級
手
話
講
習
会
等
を
修
了
し

て
い
る
方
〔
定
員
〕　

人
（
先
着
順
）

１５

※
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
全　

回
受
講

３０

料
３
�
０
０
０
円
、
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
者
で
中
学
校
卒
業
以
上
の

方
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
社
会

福
祉
協
議
会
�
（
３
４
８
８
）
０
２

９
４
へ
。

〔
日
時
〕▽
月
曜
ク
ラ
ス
７
月
８
日
・

　

日
・　

日
・　

日
▽
水
曜
ク
ラ
ス

１５

２２

２９

７
月　

日
・　

日
・　

日
・　

日
、

１０

１７

２４

３１

各
４
日
間
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

〔
定
員
〕
各
ク
ラ
ス　

人
〔
対
象
〕

１５

市
民
〔
受
講
料
〕
１
人
３
�
０
０
０

円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
往
復

は
が
き
に
コ
ー
ス
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
年
齢
を
明
記
し
６
月　
２１

日
�
必
着
。
〒
２
０
１－

０
０
１
５

猪
方
４－

　

－

１
シ
ル
バ
ー
人
材

１３

セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
８
）
６
７
３

５
へ
。

〔
タ
イ
ト
ル
〕「
ひ
き
こ
も
り
の
扉
が

ひ
ら
く
と
き
」
―
心
の
病
気
が
ひ
き

お
こ
す
ひ
き
こ
も
り
に
家
族
は
何
が

で
き
る
か
―
〔
日
時
〕
６
月　

日
�

２７

午
後
２
時
〜
３
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
。
無
料
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
ワ
ー
ク
・
イ
ン
た

ま
が
わ
・
三
島
�
（
３
４
８
０
）
８

１
８
７

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
・　

日
�
午

２２

２９

後
２
時
〜
４
時
〔
会
場
〕
西
河
原
公

民
館
〔
講
師
〕
武
藤
輝
彦
さ
ん
（
花

火
師
）〔
参
加
費
〕
３
０
０
円

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
木
曜
会
・
柏

木
�
（
３
４
８
０
）
８
７
５
２

〔
募
集
期
間
〕
７
月
１
日
�
〜　

日
１２

�
〔
募
集
霊
園
〕
多
磨
、
小
平
、
八

王
子
、
八
柱
の
４
霊
園
〔
受
付
〕
７

月
１
日
�
〜　

日
�
ま
で
の
消
印
が

１２

あ
り
、
７
月　

日
�
正
午
ま
で
に
新

１５

宿
郵
便
局
に
届
い
た
も
の
の
み
有
効

〔
申
込
書
配
布
・
問
い
合
わ
せ
〕
産

業
生
活
課
へ
。

〔
職
種
〕
保
育
士
〔
資
格
〕
保
育
士

ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
の
資
格
（
保
育

士
養
成
学
校
等
在
学
中
の
学
生
も

可
）〔
勤
務
期
間
〕
７
月　

日
〜
９
月

１５

　

日
の
市
が
定
め
る
期
間
〔
勤
務
時

１４間
〕午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時〔
勤

３０

務
場
所
〕
市
内
公
立
保
育
園
〔
募
集

人
数
〕　

人
程
度

１０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
ま
で
に
履
歴
書
・
資
格
証
明

２８書
を
持
参
の
う
え
、
児
童
福
祉
課
へ

（
募
集
人
数
に
な
り
次
第
締
め
切

り
） 。

〔
職
種
〕
給
食
調
理
員
〔
資
格
〕　
４５

歳
ま
で
の
健
康
な
方
で
、
賄
い
の
経

験
の
あ
る
方
〔
勤
務
期
間
〕
７
月　
２４

日
か
ら
１
年
間
〔
勤
務
時
間
〕
午
前

８
時　

分
〜
午
後
５
時〔
勤
務
場
所
〕

３０

駒
井
保
育
園
〔
募
集
人
員
〕
１
人

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
履
歴

書
を
持
参
の
う
え
、
児
童
福
祉
課
へ
。

〔
職
種
〕
市
立
中
学
校
の
図
書
事
務

〔
募
集
人
員
〕
１
人
〔
資
格
〕
司
書

教
諭
か
司
書
の
資
格
の
あ
る
年
齢　
５０

歳
ま
で
の
方
〔
勤
務
時
間
〕
７
月
１

日
か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
の

１５

３１

教
育
委
員
会
が
指
定
す
る
日
（
週
４

日
・
１
日
４
時
間
）〔
応
募
書
類
〕
履

歴
書
お
よ
び
作
文
。
テ
ー
マ
は
「
学

校
図
書
館
の
あ
り
方
」
４
０
０
字
詰

原
稿
用
紙
２
枚
以
内
。
締
め
切
り
６

月　

日
�
。
応
募
書
類
は
返
却
で
き

２０
ま
せ
ん
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
学
校

教
育
課
へ
。

〔
職
種
・
資
格
〕
常
勤
・
非
常
勤
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上〔
勤
務
時
間
〕

▽
常
勤　

週
５
日
（
月
〜
金
曜
日
）

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分
▽

３０

１５

非
常
勤　

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

（
相
談
可
）〔
賃
金
〕
当
法
人
の
規
定

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
履
歴

書
・
資
格
証
明
書
持
参
の
う
え
、
社

会
福
祉
協
議
会
�
（
３
４
８
８
）
０

２
９
５
へ
。

▽
喫
茶「
い
ち
ょ
う
」　

毎
週
土
曜
日

午
後
２
時
か
ら
１
時
間
程
度
▽
散
歩

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

月
２
回
程
度
の
日

曜
日
に
「
こ
ま
え
苑
近
隣
」
の
散
歩

の
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る
方
▽
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

ク
ラ
ブ
活
動
の
手
伝
い
や
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
手
伝
い
を
し
て
く
だ

さ
る
方
※
い
ず
れ
も
原
則
高
校
生
以

上
の
男
女
。　　

〔
問
い
合
わ
せ
〕
こ
ま
え
苑
�
（
３

４
８
９
）
２
４
０
４

■
生
け
垣
の
せ
ん
定
講
習
会

広報こまえ　平成１４年（２００２年）6月１５日　�

■
夏
期
臨
時
職
員
（
保
育
士
）

■
臨
時
給
食
調
理
員

■
こ
ま
え
苑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
狛
プ
ー
（
青
年
教
室
）「
初
心
者

の
た
め
の
太
極
拳
教
室
」

■
狛
江
市
民
大
学
「
花
火
」

■
中
学
校
図
書
事
務
臨
時
職
員

■
調
布
か
さ
さ
ぎ
会
・
狛
江
さ
つ
き

会
合
同
講
演
会

■
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー

■
東
京
都
立
霊
園
の
使
用
者

■
ホ
タ
ル
を
見
て
自
然
環
境
を
見
直

そ
う

■
い
き
い
き
広
場
「
シ
ュ
ロ
の
葉
で

バ
ッ
タ
を
作
ろ
う
！
」

■
浴
衣
の
着
付
け
講
習
会

■
朗
読
と
民
話
の
語
り

■
手
話
講
習
会

■
パ
ソ
コ
ン
教
室

　　

地
球
環
境
破
壊
的
行
為
が
多
発
す

る
中
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
考
え
る

人
が
自
然
と
共
生
で
き
る
環
境
を
整

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

新
緑
燃
え
立
つ
あ
る
日
出
か
け
た

折
、
整
備
の
行
き
届
い
た
道
路
に
は

花
が
咲
き
み
だ
れ
、
美
し
い
様
に
嬉

し
さ
を
感
じ
ま
す
が
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
で
固
め
ら
れ
、
土
の
匂
い
の
感
じ

ら
れ
な
い
寂
し
さ
も
あ
る
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
狛
江
で
は
「
環
境
を

考
え
る
会
狛
江
市
実
行
委
員
会
」
の

事
業
の
一
環
と
し
て
廃
食
用
油
で
石

鹸
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
と
聞
き
、

水
を
汚
さ
な
い
工
夫
、
汚
水
を
流
せ

ば
配
水
管
も
汚
れ
、
川
も
汚
染
さ
れ

る
。
そ
れ
に
伴
う
諸
々
の
弊
害
が
生

じ
る
と
考
え
、
リ
サ
イ
ク
ル
（
廃
食

用
油
）
小
委
員
会
の
ご
指
導
の
も
と
、

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
東
京
狛
江
の

メ
ン
バ
ー
６
人
で
石
鹸
づ
く
り
を
体

験
し
ま
し
た
。
作
り
方
は
意
外
と
簡

単
で
楽
し
み
な
が
ら
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
石
鹸
で
何
を
洗
う
か

ウ
キ
ウ
キ
し
、
布
巾
、
タ
オ
ル
、
靴

下
と
こ
な
し
、
五
月
晴
れ
の
空
に
乾

し
綺
麗
に
洗
い
あ
が
っ
た
洗
濯
物
に

喜
び
ひ
と
し
お
の
気
分
に
ひ
た
り
ま

し
た
。

　

無
駄
な
く
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
た
こ

の
よ
う
な
事
も
環
境
に
対
す
る
思
い

や
り
と
、
も
っ
と
多
く
の
方
々
に
石

鹸
づ
く
り
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
一
人
ひ
と
り
が
ど
う

す
れ
ば
大
切
な
地
球
を
次
世
代
へ
受

け
継
い
で
い
け
る
か
考
え
、
行
動
に

起
こ
す
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

 

 

�

 西山偕子さん
岩戸北四丁目在住

リ
サ
イ
ク
ル
石
鹸
で
さ
わ
や
か

■
会
食
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

■　

歳
に
な
る
と
シ
ル
バ
ー
パ
ス

７０
が
利
用
で
き
ま
す



■ベビーマッサージのお誘い
　６月２６日�午前１０時～１１時３０
分、西河原公民館。対象は生後３
～６カ月の乳児とお母さん。参加
費１,５００円。バスタオル・防水シー
ト・替えおむつ・母子健康手帳持
参〔問い合わせ〕内村�０４２４（８８）
９５７５。
■ミュージックセラピー・グルー
プセッション体験

　６月２７日�午後６時１５分～７
時、午後７時１５分～８時、中央公
民館。参加費１,０００円〔問い合わせ〕
コバタ�０９０（２４２９）８７００。
■ゆり社交ダンス愛好会・会員募集
　毎週金曜日午後１時～４時、中
央公民館。美しい立ち方、組み方、
動き方の個別指導あり。月会費
２,５００円〔問い合わせ〕水上�
（３４８８）３９７８。
■狛江薪能の会・実行委員募集
　今年も第４回狛江薪能を１０月
２０日�に開催します。実行委員と
して協力いただける方は連絡くだ

さい〔問い合わせ〕長沢�（５４９７）
２８８５。
■すとれっち・会員募集
　毎週木曜日午前１０時３０分～１１
時３０分、南部地域センターで優し
い体力づくり。月会費２,０００円〔問
い合わせ〕絹山�（３４８０）６７９２。
■草野球新チーム人員募集
　経験不問２０歳以上。土・日曜日、
主に多摩川グランド。年会費
１５,０００円（ユニフォーム・備品代
含む）〔問い合わせ〕ビッグウェー
ブ・関田�０９０（３５４０）６２２５（午
後９時以降） 。
■狛江カラオケクラブ・会員募集
　第２・４金・土曜日の２コース、
午後７時からノタリーノホール。
老若男女問わず楽しく練習。初心
者歓迎。月会費３,５００円（教材・
会場費等込み）〔問い合わせ〕藤井
�０４２２（４４）９２８５。
■第１回狛江市ビーチボール大会
　７月２１日�午前９時～午後６時、
市民総合体育館。市内在住・在勤
者、在クラブの１８歳以上の男女。
参加費１チーム４,０００円〔問い合
わせ〕若林�（３４３０）１６５０。
■留学生と一緒・会員募集
　バリアフリー活動。小学生から

大人まで、外国人と英会話の勉強
をとおして国際交流。毎週水曜日
午後４時３０分から３コース〔問い
合わせ〕福祉ネット「ナナの家」
�（５４３８）２７７３。
■健康教室へのお誘い
　６月１５日�午後７時から東京土
建組合事務所「生活習慣病の予防
法」をテーマに、医師と栄養士を
招いて理想の食事メニュー等につ
いて学びます。無料〔問い合わせ〕
東京土建狛江支部�（３４８０）９７６１。
■粘土人形くるみの会・会員募集
　第２・３・４金曜日午前９時４０分
～正午、中央公民館。粘土で人形、
ブローチ、壁掛け等製作。月会費
３,０００円〔問い合わせ〕勝川�
（３４８０）５０２５。
■第６回チャリティー春の大会ダ
ンスの集い

　６月１６日�午後１時～５時、中
央公民館。タンゴの講習、リサイ
クルショップあり。参加費５００円
〔問い合わせ〕荒井�（３４８９）６５７３。
■狛江体操クラブ・会員募集
　日曜日午前９時～１１時３０分、
市民総合体育館。マット、平均台、
とび箱や時々トランポリン等を
使って楽しく練習をしています。

小学校２年生以上〔問い合わせ〕
中山�（３４８９）５７９８。
■創作ミュージカル「まわり地
蔵」・キャスト・スタッフ募集

　泉竜寺に伝わる民話「まわり地
蔵」を現代的にアレンジしたオリ
ジナルミュージカルを行いますの
で、キャスト・スタッフを募集し
ます。公演予定は平成１５年３月９
日エコルマホール〔問い合わせ〕
たまりばプロジェクト／ Studio-
９・栂野�０９０（９８２０）３９９４。
■軽スポーツ・ペタンク講習会
　７月４日�午前８時～１０時、市
民グランド。参加無料。先着９０人。
雨天９日�〔問い合わせ〕狛江市
老人クラブ連合会・細田�（３４８９）
３８２０。
■狛江難病患者と家族の会

　７月１日�午前１０時から中央公
民館で定例の相談会。手足のしび
れやこわばりでお困りの方、相談
に応じます。無料〔問い合わせ〕
伊藤�（３４８０）０９３８。
■サクラカラオケ同好会・会員募集

　毎週日曜日午後１時～４時、和泉多
摩川地区センター。老人ホームに年２
回慰問しています。月会費５００円〔問
い合わせ〕田中�（３４８０）８７０４。

�　広報こまえ　平成１４年（２００２年）6月１５日

■
幼
児
の
つ
ど
い　

６
月　

日
�
何

２０

が
で
る
か
な
。　

日
�
作
っ
て
あ
そ

２７

ぼ
う
。

■ 
タ
イ
ト
ル
「
な
ん
じ
ゃ
、
も
ん
じ

ゃ
！
も
ん
じ
ゅ
じ
ゃ
〜
〜
�
」
こ
れ

は
、
音
楽
会
そ
れ
と
も
ダ
ン
ス
い
や

い
や
、
お
笑
い
お
じ
さ
ん
３
人
組
の

不
思
議
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス〔
日
時
〕

６
月　

日
�
午
後
３
時　

分
〜
４
時

１９

３０

　

分
〔
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
〕
文
殊
の
知

３０恵
熱
（
も
ん
じ
ゅ
の
ち
え
ね
つ
）

■ 
タ
イ
ト
ル
「
ウ
ネ
ウ
ネ
の
ネ
ク
ネ

ク
で
ノ
リ
ノ
リ
ッ
！
」　

体
で
ワ
ク

ワ
ク
！
ダ
ン
サ
ー
の
あ
ら
い
ひ
で
お

さ
ん
と
体
で
あ
そ
ぼ
う
〔
日
時
〕
６

月　

日
�
午
後
３
時
〜
４
時　

分

２２

３０

〔
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
〕
新
井
英
夫
さ
ん

〔
定
員
〕　

人
（
予
約
制
）

２５

■ 
タ
イ
ト
ル
「
モ
ン
ス
タ
ー
誕
生
」

　

粘
土
で
君
の
好
き
な
モ
ノ
を
い
き

も
の
に
し
よ
う
！〔
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
〕

白
濱
雅
也
さ
ん
〔
日
時
〕
６
月　

日
２９

�
午
後
２
時
〜
５
時
〔
定
員
〕　

人
２０

（
予
約
制
）

■
子
ど
も
映
画
会　

６
月　

日
�
午

２７

後
３
時　

分
か
ら
。
上
映
は
「
さ
る

３０

か
に
合
戦
」

■
小
学
生
折
り
紙
教
室　

６
月　

日
１８

�
午
後
３
時
〜
５
時
〔
対
象
〕
小
学

生
〔
費
用
〕
無
料
。
当
日
窓
口
へ
。

〔
講
師
〕
磯
久
子
さ
ん

■
作
っ
て
食
べ
よ
う
「
ポ
テ
ト
お
焼

き
を
作
ろ
う
」　

６
月　

日
�
午
後

２６

２
時
〜
４
時
〔
対
象
〕
小
学
生
〔
定

員
〕　

人
〔
費
用
〕
１
０
０
円
〔
申

２４

込
方
法
〕
６
月　

日
�
か
ら
セ
ン

１９

タ
ー
窓
口
で
本
人
が
直
接
申
し
込
み
。

■
イ
ン
ド
ア
サ
ッ
カ
ー
大
会　

６
月

　

日
�
午
後
４
時
〜
５
時
〔
対
象
〕

１９小
学
生
※
参
加
賞
あ
り

■
夏
の
行
事
案
内　

①
な
つ
ま
つ
り

７
月
６
日
�
午
前　

時
か
ら 〔
申
込

１１

方
法
〕
６
月　

日
�
か
ら
窓
口
で
参

１７

加
券（
無
料
）を
配
布
。
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
、
縁
日
コ
ー
ナ
ー
ほ
か
お
た
の

し
み
が
い
っ
ぱ
い
②
高
学
年
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ　

７
月　

日
�
〜　

日
�

２９

３１

〔
行
き
先
〕
神
奈
川
県
松
田
町
清
流

荘
キ
ャ
ン
プ
場
〔
対
象
〕
小
学
校
４

〜
６
年
生
〔
費
用
〕
１
万
２
�
０
０

０
円
（
予
定
）〔
申
込
方
法
〕
窓
口
に

て
６
月　

日
�
〜
７
月
６
日
�
③
低

２４

学
年
ロ
ッ
キ
ー
キ
ャ
ン
プ　

８
月
４

日
�
〜
６
日
�
〔
行
き
先
〕
新
潟
県

川
口
町
〔
対
象
〕
小
学
校
１
〜
３
年

生
〔
費
用
〕
１
万
８
�
０
０
０
円

（
市
民
保
養
施
設
利
用
助
成
を
受
け

ら
れ
る
方
は
４
�
０
０
０
円
引
き
）

〔
申
込
方
法
〕
窓
口
に
て
６
月　

日
２４

�
〜
７
月
６
日
�
〔
定
員
〕　

人
４０

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
手
作
り
親
子
タ
イ
ム　

折
り
紙 

〔
日
時
〕６
月　

日
�
午
後
２
時〔
対

１８

象
〕乳
幼
児
親
子〔
参
加
費
〕無
料〔
定

員
〕　

人
。
当
日
申
し
込
み
。

２０

■
た
ん
ぽ
ぽ
の
つ
ど
い　

み
ん
な
で

遊
ぼ
う
「
み
ん
な
の
ね
が
い
ご
と
・

七
夕
」
６
月　

日
�
午
前　

時　

分

２８

１０

３０

〜　

時　

分
。
異
年
齢
交
流
を
目
的

１１

３０

に
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う〔
持
ち
物
〕

上
履
き

■
子
育
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル　
「
赤
ち
ゃ

ん
の
と
き
か
ら
絵

本
と
楽
し
く
出
会

う
た
め
に
」
６
月

　

日
�
午
前　

時

２９

１０

　

分
〜　

時　

分
。

３０

１１

３０

小
さ
い
子
の
た
め

の
お
話
し
会
と
絵

本
の
紹
介
を
山
の

木
文
庫
の
方
が
行

い
ま
す
。
前
半
は
親
子
で
聞
き
参
加

自
由
。
後
半
の
講
演
は
事
前
申
込
制

〔
定
員
〕　

人
（
保
育
は
２
、
３
歳

３０

児
の
み　

人
ま
で
）〔
申
込
方
法
〕
６

１５

月　

日
�
か
ら
窓
口
で
。

１７
■
園
庭
開
放　

お
子
さ
ん
を
連
れ
て

ご
自
由
に
参
加
く
だ
さ
い
。
身
長
、

体
重
測
定
、
園
の
誕
生
会
も
実
施
し

て
い
ま
す
〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午

１８

前
９
時　

分
〜　

時
（
雨
天
翌
日
）

４０

１１

〔
持
ち
物
〕
親
子
と
も
汚
れ
て
よ
い

服
装
で
、
着
替
え
・
タ
オ
ル
等
。

■ 
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
と
手
品

お
よ
び
園
庭
開
放　

軽
快
な
演
奏
に

の
っ
て
歌
う
楽
し
い
ひ
と
と
き
、
そ

し
て
手
品
の
ふ
し
ぎ
な
世
界
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
園
庭
開
放
も

行
い
ま
す
〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午

２１

前　

時
〜　

時

１０

１１

■
園
庭
開
放　

保
育
園
の
お
友
達
と

楽
し
く
遊
び
ま
せ
ん
か
。
子
育
て
・

離
乳
食
の
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時
〜

２０

１０

　

時 （
雨
天
中
止
）

１１▽
９
人
制
の
部
〔
日
時
〕
６
月　

日
３０

�
午
前
９
時　

分
か
ら
〔
会
場
〕
市

３０

民
総
合
体
育
館
〔
参
加
資
格
〕
狛
江

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
加
盟
チ
ー
ム

〔
問
い
合
わ
せ
〕
内
垣
�
（
５
４
９

７
）
４
０
９
５

▽
６
人
制
男
女
の
部
〔
日
時
〕
７
月

７
日
�
午
前
９
時　

分
か
ら〔
会
場
〕

３０

市
民
総
合
体
育
館
〔
参
加
資
格
〕
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
で
編
成
し

た
チ
ー
ム
〔
参
加
費
〕
一
般
５
�
０

０
０
円
、
中
学
生
・
高
校
生
３
�
０

０
０
円
〔
競
技
方
法
〕
男
子
６
人
制

（
１
部
・
２
部
）
女
子
６
人
制
〔
申

し
込
み
・
抽
選
〕
６
月　

日
�
午
後

２９

７
時
か
ら
市
民
総
合
体
育
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
谷
田
部
�
（
５
４

９
７
）
５
９
０
１
（
午
後
７
時
以
降
）

◎
和
泉
児
童
館

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

◎ 
駄
倉
保
育
園

　
　

�
（
３
４
８
９
）
２
４
４
１

�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�

◎ 
多
摩
川
保
育
園

　

�
０
４
２
４
（　

）
４
６
６
７

８３

◎ 
狛
江
子
ど
も
の
家

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
２
３
１

■
春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
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私
の
家
の
近
く
の
小
足
立
橋
か
ら
毎
日
カ
ラ

ス
に
え
さ
を
与
え
る
人
が
い
ま
す
。
今
で
は
も

の
す
ご
い
数
の
カ
ラ
ス
が
え
さ
を
目
当
て
に
飛

ん
で
き
て
、
ベ
ラ
ン
ダ
や
家
の
前
の
電
線
に
待

機
し
た
り
飛
ん
だ
り
す
る
た
め
、
布
団
や
洗
濯

物
に
ふ
ん
が
落
ち
大
変
迷
惑
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

え
さ
持
込
禁
止
の
立
て
看
板
等
の
対
策
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

野
川
で
の
野
鳥
の
え
さ
持
ち
込
み
に
対
す
る

苦
情
に
つ
き
ま
し
て
は
、
以
前
に
も
同
じ
内
容

の
お
手
紙
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

野
川
は
１
級
河
川
で
東
京
都
の
管
理
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
狛
江
市
と
し
て
は
、
そ
の

と
き
の
内
容
を
東
京
都
の
河
川
管
理
部
署
に
お

伝
え
し
て
お
り
ま
す
が
、
東
京
都
で
は
既
に
「
規

制
看
板
」
を
取
り
付
け
る
こ
と
を
準
備
し
て
お

り
ま
す
。

　

取
付
場
所
と
し
て
は
、
小
足
立
橋
を
先
行
し

て
取
り
付
け
、
谷
戸
橋
に
つ
い
て
は
現
在
工
事

中
で
あ
り
、
完
成
後
取
り
付
け
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

お
困
り
の
実
情
は
充
分
に
理
解
を
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
東
京
都
で
も
現
在
作
業
の
手
配
中

と
の
こ
と
で
す
。

※
看
板
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
８
日
に
設
置

い
た
し
ま
し
た
。

　 〔
ご
意
見
・
ご
提
案
〕

◎
皆
さ
ん
か
ら
届
い
た
「
市
長
へ
の
手
紙
」
の

一
部
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

〔
市
長
回
答
〕

〔
問
い
合
わ
せ
〕
秘
書
広
聴
課

■上手く育つかな

　第七小学校の５年生の児童が、
田植えを体験しました。
　稲の苗は、友好都市の新潟県川
口町から贈られたコシヒカリで、
校内にある水槽を水田に見立て、
泥まみれになりながらも楽しそ
うに植え付けていました。
　子どもたちは、「お米を作る人
の苦労がわかった」「泥んこに
なって楽しかった」「お米ができ

るのが楽
しみ」と話
していま
した。
　
　

■水辺の花
　前原公園のとんぼ池に、ピンク
と白の睡蓮（すいれん）が咲きま
した。午後になると、つぼみが
ゆっくりと開きはじめ、水面を美
しく彩ります。　

■小川を渡って
　多摩川への散歩の途中に、水辺
の楽校の木陰でひと休み。
　小川に架かる丸太の橋をみん
なで一緒に渡りました。
　子どもたちは、大きな蛙を見つ
けてびっくり。身近な自然とのふ
れあいを楽しみました。　

■竹で遊ぼう
　むいから民家園では、毎月第１・
３土曜日の午後にむいから子ども
会を開催しています。
　６月１日は竹細工に挑戦し、水
鉄砲・竹とんぼなど、いろいろな
ものを作りました。

■廃食用油で手作り石鹸
　６月５日の環境の日、市役所前
市民ひろばでは、廃食用油を再利
用した石鹸作りが行われました。
　固めるまでが一苦労ですが、出
来上がった石鹸は、なかなか好評
でした。　

■豆になったよ
　前回もこのコーナーでご紹介
した狛江の枝豆は、さやをつける
までに成長しました。
　丈は小ぶりですが、さやの中に
は、ふっくらとした豆がついてい
ます。収穫まであともう少し。


